
健康経営における重要指標

当社では、適正な労働時間での勤務・休暇取得による仕事とプライベートの調和や柔軟な働き方の実現
に取り組んでいます。最近では、感染症対策やリモートワークなど時間と場所にとらわれない働き方の
広まりに応じて、対人接点や運動機会のあり方が変化し、心身の健康に配慮しなければならない場面が
認識されるようになりました。加えて、人生100年時代における就労機会の長期化により、従来以上に
健康保持増進の重要性が高まっています。
こうした状況をふまえ、当社では、社員が健康への関心を高め、生活習慣の変化への対応およびヘルス
リテラシー向上を図ることが、社員の活力向上ひいては健康経営の実現につながると考え、以下の指標
に注目し取り組んでいます。

なかでも、「適切な運動習慣を有する者の割合」に注目し、社員の健康課題として以下のように取組み
ました。


